
 

  

 

連日暑い日が続く中、夏期研修講座には多くの熱心な先生方に参加していただきました。講師の話や参加者

同士のグループワークなど、学び得るものが多い研修となりました。        

延べ６８８名の多くの方に参加いただき、ありがとうございました。提出いただいた各講座の評価や感想を参考

にして､今後も「子どもの学びの力」を育む教職員研修を計画していきます。 

◆ 就学前保育教育講座 ◆ 

講 座 １・１２ 開催日 ８月８日（木） 会場 栗東歴史民俗博物館 人数 6８名 

 

『いま、どんな非認知能力

を、どのように育てています

か？』 
 
 
 
  

感 
 
 

想 

○何度聞いてもわかりやすい内容で、就学前だけでなく小中の取

り組みの話もあり、接続においての重要性も感じられました。

また小中の先生方に、保幼の取り組みの話を聞いてもらえたの

でそれぞれの役割にも触れる機会となった。 

○非認知能力について、カテゴリー分けされたものを知り、具体

的なイメージをもつことができた。学校教育目標や学級目標な

どの抽象的なものから、より具体的な内容にチャンクダウンし、

子どもたちに何を伝え、何を高めるように働きかけるのかを明

確にして、9 月からの学級経営や指導にのぞみたい。 

○非認知能力と認知能力を一体的に伸ばす授業づくりについて悩んで

いたが、今回の講義を聞いて理解が深まった。今日学んだことを学校

に持ち帰って実践に移せるようにしたい。 

講 

師 

岡山大学教育推進機
構 准教授 
中山 芳一 氏 

  
 
 
 
 
 

 

講 座 ２・７ 開催日 ８月２日（金） 会場 なごやかセンター集会室 人数 ４７名 

 
『気になる子どもへの支援・ 

保護者への支援』 

感 
 
 

想 

○子どもの問題行動の原因や子どもの目線にたった無理のない支

援の方法などわかりやすく教えていただいてとても興味深く勉強

になりました。子どもをよく見てそれぞれに応じて工夫してくこ

と、パニックにならないように事前に対応することが大切なこと、

保護者に寄り添う支援の仕方など今後の保育に生かしていきたい

と思います。 

○支援の必要な子どもとの関わり方において、その特性から考えて

いくということが心に残った。「得意なことは集団で、苦手なこと

は個別または集団での乗り切り方を工夫する」この考え方を生か

して、今後の教育活動に役立てていきたい。 

○見守るという名の放置が横行しているとの話に、ドキッとしまし

た。放置を正当化する理由を並べるのではなく、その対応は本当

にその子のためになっているのか、日々見つめ直し、必要な合理

的配慮を考えていきたいと思います。 

講 

師 

 

兵庫大学教育学部 

教授 高畑 芳美 氏 
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講 座 3 ・ ８ 開催日 ８月２0日（火） 会場 栗東歴史民俗博物館 人数 ４2名 

『すべては幸せを感じるために

～やまなみ物語～』 

感 
 
 

想 

〇山下さんの視点はとても柔軟で、利用者さんを社会の枠に当ては

めて見ていくのではなく、利用者さんが一番幸せになるにはどう

していったらいいのかということが中心になっています。たくさ

ん素晴らしいところを持っている子どもたちが、最大に伸びられ

るようにするために、その環境を奪うことなく子どもたちと関わ

っていきたいと考えます。 

○普段の自分の価値観で「当たり前」や「普通」を判断しており、

それがすべての人に当てはまると考えていることに気づかされ

ました。そしてそれを子どもたちにも押し付けていることにも気

づかされました。 

○今回の話を聞いて、子どもの幸せは、子どもにしか描けないもの

であると改めて気付くことができたし、子どもがどうなりたく

て、どのようなことがしたいのかをもっともっと子どもと語り合

っていきたいと思えた。 

 

講 

師 

社会福祉法人 
やまなみ工房 施設長 
山下 完和 氏 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 特別支援教育講座 ◆ 

講 座 ４ 開催日 ７月３０日（火） 会場 なごやかセンター集会室 人数 6５名 

『通常学級における子どもへ

の具体的な関わりと支援の 

あり方  ～個別指導計画を 

中心にした支援と個別最適

な学び～』         

感 
 
 

想 

〇個別指導計画を今作成しています。たくさんの課題がある児童にあれ

もこれも支援しないと‥と考えている最中でした。今日の講義を聞い

て、１学期を振り返り、ほんとうに児童が困っているのはどれだろうか、

保護者さんの願いは、しいて言えばどれが１番の課題かなど個別指導

計画への向かい方、支援の必要な児童への向かい方を再確認できま

した。 

○１人１人に応じた支援が大切であり、支援計画等の中で明確な数字で

目標を立てることや、誰がやっても同じようにというのが大切だと思い

ました。また、大人の物差しで話したりするのではなく、子どもの物差し

で接することが大切だと感じたので、これからの実践で活かしていきた

いと考えます。 

○４月に作成した個別の指導計画、支援計画をもう一度見直そうと思い

ました。また、目標を保護者の方だけでなく、その子にも理解させ、持続

させるために、作成したら終わりではなく常に見返しながら支援してい

こうと思いました。 

講 

師 

栗東市発達支援 
アドバイザー 

福井 芳彦 氏 
 

 
 
 
 
 
 

 

講 座 ５ 開催日 ８月２日（金） 会場 なごやかセンター集会室 人数 ３１名 

 『この子たちの応援団になり

たい２ ～私たちだからこそ

できることを再び考える～』 

感 
 
 

想 

○先生から、たくさんの言葉をいただきました。その子の好きをそ
の子の得意を教材にする。その子がどうしたら学びやすいか考え
るのが大事。その子のよさを大切にしながら、社会生活が送れる
ように準備する。応援団として、がんばりたいと思います。 

 
○体験をすることで、支援のいる子の苦労を感じることができまし
た。ケースから学級全体への支援、個々への支援を考えることは、
実際の学級や子どもたちを思い浮かべながら考え、グループで意
見を出し合うことができ勉強になりました。中学校の先生のグル
ープの発表も聞けてとても参考になりました。 

 
○今回の講座は、講座名「応援団になりたい」に惹かれて受講しま
した。細谷先生の考え、子どもたちへの寄り添い方が、私がこう
でありたいという姿でした。しんどさを抱える子どもたちのため
に、知識をインプットすることを止めることがないようにしてい
きたいと思います。 

 

講 

師 

野洲市立野洲小学校 
校長  細谷 亜紀子 氏 
 
 
 
 
 
 
 

 



講 座 ６ 開催日 ８月８日（木） 会場 栗東歴史民俗博物館 人数 ４６名 

『発達障害、既に学んでいる人

もこれから学ぶ人も ～当事

者が具体的に事例を挙げて

理解と対応を解説する～』                  

感 
 
 

想 

〇楽しくわかりやすくお話しされる中に、ハッとするキーワードが
いくつも出てきます。発達障害の支援はすごくシンプルなもの
で、難しくさせているのは二次的な要因が大きいこと。結局、障
害となるのは対人や社会性であること。けれども、自己理解を深
め、対策を考えていくのもまた、人とのつながりの中でできると
いうこと。ご自身の体験から話される言葉はとても力強く、現場
で困っている子たちの気持ちを受けとめられる大人でありたい
なと元気をいただきました。 

○発達障害を理解して、その子の苦手なところに適切な支援をすること、
二次障害が起こらないように、まずは安心を与え寄り添うことの大切さ
を学んだ。子ども達にとって、一緒に考え寄り添える存在でありたいと
改めて考えた。 

○私自身の学級の子どもを思い浮かべながらお話を聞き、改めて学ぶこ
とが多い内容でした。支援計画がその子どもの進路にとても大事な証
明になることを、保護者にご理解いただけるようにもっと伝えたいと思
いました。「適切な支援が届くことでニ次障害を防ぐことができる。」自
信をもてる居場所づくりをしてあげたいと思いました。 

講 

師 

社会福祉士 
精神保健福祉士 
笹森 理絵 氏 

 
 
 
 
 
 
 

 

◆生徒指導・教育相談・学級づくり講座 ◆ 

講 座 ９ 開催日 ７月３０日（火） 会場 なごやかセンター集会室 人数 ４０名 

『こども支援におけるアセスメ   

ントとプランニング   ～事例

検証 学校環境・家庭環境・本

人要因の三つの視点から～』 
 
 
 
  

感 
 
 

想 

○学校環境、家庭環境、本人要因の 3 つの視点から、事例を交えて
わかりやすくお話をしていただき大変学びになりました。問題を
解決していくためには、一つの事象や子どもの一側面を見るだけ
でなく、子どもの情報や家庭の情報など、様々な情報を集めてア
セスメント、プランニングしていくことが大切であることを感じ
ました。あらためて学校の役割の大きさを痛感し、学校だからこ
そ出来る支援をチーム学校として考えていきたいです。 

○具体的な事例を通して考えることができたので、とてもわかりや
すく、自校の子どもたちを思い返しながら聴かせていただきまし
た。アセスメントを行うためには、より多くの情報を集めること
や、チームとして取り組むことの重要性を感じました。 

○子どもの困った姿には、必ずその背景があることを念頭に、丁寧
なアセスメントが必要だと思いました。教師からの見放しや暴言
は絶対にあってはならないこと、虐待に当たることを心に留め、
学校生活に辛さがある児童に寄り添いたいと思いました。 

 

講 

師 

滋賀県ＳＳＷ 
 津村 祥枝 氏 
 
 
 
 
 
 
 

 

講 座 １０ 開催日 ８月６日（火） 会場 栗東歴史民俗博物館 人数 ６0名 

『スクールロイヤー』 

 

感 

   

想 

○キーワードは（共同）アセスメントと（共同）プランニングである、という

ことと、「子どもの最善の利益＝子どもの成長と発達である」ということ

がよくわかりました。 

○スクールロイヤーの位置づけや、どのように活用させていただくのがよ

いかわからなかったが、今日の研修で明確に指導していただき、安心

した。特に、アセスメントの時点で助言をいただけるのは心強いと思っ

た。これまでの対応で、対応に悩む事案があったが、今日の話の中で、

どうすればよかったのか、状況の改善のためにどうすればよいのかが

具体的にわかった。 

○立ち位置や連携方法、相談の事例など丁寧に教えていただき、大変あ

りがたく思いました。立ち位置としては、中間より学校寄りという立場で

すが、学校と保護者とのやりとりを客観的な部分で、見ていただき、双

方に提案してくださるのは本当にありがたいです。 

講 

師 

大津中央法律事務所 

弁護士  古山  力 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



講 座 １１ 開催日 ８月６日（火） 会場 栗東歴史民俗博物館 人数 １８名 

『確かな学力を保証し、潤いの

ある学級づくりをすすめる教師

の在り方』 

感 
 
 

想 

○自分が漠然と感じていた子どもへの向き合い方の悩みが、先生の

言葉で解像度が上がり、自分の幹を改めて実感できました。繰り

返し話されていた、３つの視座を柱に、与えることと、引き出す

ことの両立、行動への意識づけと勇気づけによる実践を続けま

す。 

○問題が起こった時こそ、「にこっ」という言葉が心に残りました。指導し

なければならない問題ではなく、みんなで解決していきたい課題という

意識をもち、子どもたちと共によりよい学級を作っていきたいと思いまし

た。 

○学んだことを広めて、「チーム学校」で目の前の子どもたちを見なが

ら、「勉強って、友だちって、先生って、学校って、楽しいなあ！」と感じら

れるようにしていきます。また、保護者の方がお子さんへの心配が少し

でも減るような発信をします。 

 

講 

師 

鳴門教育大学大学院 

教授  久我 直人 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆保育・教育・授業づくり講座◆ 

講 座 １３ 開催日 ８月７日（水） 会場 栗東歴史民俗博物館 人数 1４名 

『学びに向かう力の育成を目

指す小学校算数科の授業づく

り  ～「解決過程を振り返る」

ことに重点を置いた学習指導

の充実を通して～』 

感 
 
 

想 

○授業の時間配分がうまくいかずに振り返りの時間を設けられな

いこともありましたが、今回の講座を受講させていただき、振

り返りこそ、大切な時間だと改めて感じました。また、問題の

答えを導くまでのプロセスに重点を置いて「バッチリ」と褒め、

算数嫌いな児童が自信をつける機会にしたいと思いました。 

 

○講座を通して、学びに向かう力を育てる過程を考えることがで

きた。四つのプロセスの中で、考えを共有するプロセスがあっ

たが、栗東市では 2 学期から MetaMoJi が入るということなの

で、ICT をうまく活用して子どもの多様な考えを生み出しつつ、

共有して、よりよい授業を目指していきたいと思った。 

 

○算数科を中心とした講座だったが、小学校段階での授業の作り

方や、進め方は中学と同様であり、数学的な考え方ができるよ

うな声かけや発問が重要であると改めて感じた。 

講 

師 

 

滋賀県総合教育センター 

研究員  中波  慎  氏 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講 座 １４ 開催日 ７月３１日（水） 会場 治田西小学校 多目的室 人数 ６９名 

『授業支援システム 

活用研修』 

 
 
 
  

 
  

 
 

感  
 

想 

○授業支援システムを使うことで、支援が必要な子どもだけではな

く、どの子に支援がいるのか個々の課題や進捗度を確かめるにも

大変有効だと感じました。本校でも積極的に取り組み、来年度か

ら子どもたちが不自由なく使用できるようにしていきたいです。 

○具体的な授業場面や、教材研究の場面を想定した研修で非常によ

くわかりました。９月からの授業実践に向けて校内で進めていき

たいと思います。また、トラブルになりそうなことを職員間で確

認しながら、活用したいと思えるような環境づくりにも取り組ん

でいこうと思います。 

○教師用・児童用のどちらもで体験することができ、とてもわかり

やすかったです。また、共同学習として使う際の全国の学校の例

がいつでも見られ、またそのデータを活用したり指導案を見られ

ることがとても魅力的ですぐにでも活用できそうだと思いまし

た。 

講 

師 

 

MetaMoji 

青野  佑一 氏 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 



◆一般教育研修講座◆ 

講 座 １５ 開催日 ８月 9日（金） 会場 なごやかセンター集会室 人数 1３名 

『子どもたちの自尊感情を高

めるライフスキル教育研修』 

感   

想 

○ライフスキルについて、色々な活動や模擬授業を通して深く学ぶ

ことができました。自分たちで考えたり、話したり、実践したり

する時間が多く、最後まで楽しく学ぶことができました。今日、

学んだことを二学期以降に生かしていきたいと考えています。 

○日頃から学級活動をする上で自分が知らなかった活動もあり、と

ても勉強になりました。また、ルール作りを通して学級の雰囲気

も考えることができ、色々なパターンを持ちながら行うことがで

きると感じました。1 日を通して、小学校の先生と協力して模擬

授業をしたことなど自分にとってとても充実した講座になりま

した。 

○二学期から実践できるものも多くあり、小学校の先生方との関わ

りで、生徒へのコミュニケーションの取り方やクラス運営、授業

計画の方法など新しい発見や知らない部分を知り、学ぶことがで

きました。今回学んだことをクラス、授業で必ず実践して自らフ

ィードバックを行い、よりよい授業作り、学級経営に尽力します。 

講 

師 

ライオンズクエスト 

認定講師 寺本 之人 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講 座 １６ 開催日 ８月１日（木） 会場 
ひだまりの家 

コミュニティーホール 
人数 ３３名 

『こどもの笑顔は 

    人の心をつなぐ』  
 
 
  

 
 

感  
 

想 

 
○AI ではできない事…人間しかできない力…これからの社会を生
き抜く為に大切なことは何なのか？講師谷口さんの話は、自身の
幼少時代に味わってきた出来事や人とのつながり…思い出が蘇
ってきて懐かしさも感じながら聴きました。 

 
○「子ども食堂」という言葉は知っていたが、誰がどんな思いでし
ているのかは今回の講座で初めて知ることができた。職場を通し
てでなくても、地域の中で自分自身ができることがまだまだある
のだと気づくことができた。 

 
○子どもを守るためには、子どもの背景について知り、関わる必要
性を感じました。現状を知って終わりではなく、どうするかを考
えていきたいと思いました。 

 

講 

師 

滋賀県社会福祉協議会

谷口 郁美 氏 
 
 
 
 
 
 
 

 

講 座 １７ 開催日 ８月７日（水） 会場 
ひだまりの家 

コミュニティーホール 
人数 ３９名 

『あなたの身近にもいる LGBT 

Q ＋ 性の在り方は十人十色』  
 
 
  

 
 

感  
 

想 

○紙芝居の中の「好きなように生きたいけど生きられない」と言う
言葉が印象に残った。自分の身近な問題と重ね合わせて考えた
時、性の問題だけでなく、いろいろな人権問題においても当ては
まる言葉であり、考えさせられました。誰もがしたいように、好
きなように生きられる社会をめざして自分ができることを考え
ていきたいと改めて思いました。 

○今まで困ったことがないことで、困っている人がいること、同じ
ように制度が利用できない人がいることを、実体験を聞くことで
改めて知ることができました。もし自分に話してくれる人がいた
とき、子どもの思いに気づいたときには味方でありたいと強く思
いました。 

○自分のことも相手のこともどちらも大切にできる人になってほ
しい、協力者がいれば大丈夫なことが多い、というメッセージが
強く心に残りました。命に直結することだということを忘れない
で向き合いたいと思います。 

講 

師 

 

元養護教諭 

井上 鈴佳 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



講 座 １８ 開催日 ８月２０日（火） 会場 
ひだまりの家 

コミュニティーホール 
人数 ５９名 

『部落差別解決に向けて私た

ちに求められていることとは』  
 
 
  

感 
 
 

想 

○人権、部落差別という言葉を聞くとちゃんと教えなきゃ、でも完
璧に知っているわけではないしどうしようという不安がとても
大きかったです。でも今日の話を聞いて、常に知識をアップデー
トして、子どもたちと一緒に考えて育っていくことが大事だと知
ることができてよかったです。 

○差別は誰でもする側になる、だから学び続けること、アップデー
トし続けることが大切だと改めて感じました。差別をせず行動で
きる人になり、その仲間を増やせる人になりたいと思いました。 

○自分の差別心と向き合い、振り返ることができたとともに、自分
の行動で伝えていくことの大切さを改めて感じることができま
した。また、繋がりを大切にしながら、自分の行動や考えが正し
いか確認しながら自分ができることをしていきたいと思いまし
た。 

 

講 

師 

部落解放同盟 

大阪府連合会向野支部 

青年部 事務局長 

籾山  彩 氏 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

講 座 １９ 開催日 ８月２３日（金） 会場 
ひだまりの家 

コミュニティーホール 
人数 ４４名 

『在滋賀県朝鮮人を生きる 

～ひとりの人として認め合える

社会をめざして～』 

 
 
 
  

感 
 
 

想 

○初めてお話を聞かせていただきました。根強い差別に、心が痛み
ます。同じ地域に生きるものとして、お互いを大切に思いながら
過ごしていきたいです。自分はどう生きるか、差別を許さない生
き方ができているか、自分をふりかえりながら、学び続けていき
たいです。 

○在日何年ですか？と聞かれて、なるほどと感じました。たまたま
日本に生まれてずっと日本に住んでいることに改めて気づきま
した。いろいろな立場の方がおられること、そのことを大切に思
うこと、そんなことを身近な人や子どもたちに伝えたいと思いま
した。何で国があるのかなぁ、私もいつもそのように考えていま
す。夏休みの後半に、気持ちの引き締まる有意義な研修をさせて
いただきました。 

○在日の方々のことについて何も知らなかったので、新しく知るこ
とができました。故郷や文化、言葉は違っても、人間としての根
本は同じで、支え合うことでみんなが幸せに生きていくことがで
きるんだよなと改めて思いました。一人の人間として、お互いの
違いを認め、それも含めて支え合える人間になりたいです。今日
学んだことは、職場、そして子どもたちに伝えていきたいと思い
ます。 

 

講 

師 

滋賀県朝鮮初級学校 

元校長 

鄭  想根 氏 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
栗東市立教育研究所  520-3088 栗東市安養寺一丁目 13-33   栗東市教育委員会事務局内 

TEL 077-551-0130 ・ FAX 077-551-0149    E-mail： kenkyusho@city.ritto.lg.jp 

 

夏季休業も終わり、いよいよ学校・園生活が始まります。 

夏季休業中の研修等で学んだことを保育・教育に活かし、 

子どもたちの成長につなげられますよう、先生方の実践に期待しています! 
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